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１．大規模イベント時のＴＤＭ施策

（１）大会概要・TDM施策検討の背景と取り組み内容

○ラグビーワールドカップ2019TMにおいて、豊田スタジアムを会場として開催された3試合では、約36,000～40,000人が来場。

○豊田スタジアムでの大規模イベント時は、市街地駐車場利用交通による渋滞、鉄道駅～会場間の歩行空間の混雑が課題。

○ラグビーワールドカップ2019TM開催時における円滑な観客輸送の実現に向け、豊田スタジアムへの来場者に対し、来場時間の分
散・交通手段変更の促進・最適な経路の案内等、道路交通情報を提供する特設サイトを設置。

■大会概要・TDM施策検討の背景

課
題
①

市街地駐車場利用に伴う市街地の渋滞
・市街地駐車場利用交通の集中により駐車場周辺
の細街路や幹線道路で渋滞が発生

至 名古屋

国道153号(名古屋方面)の渋滞

1

撮影日：2016.6.3（金）
（キリンカップサッカー2016試合後）

・自動車での来場を抑制する必要がある
・自動車来場者に対し、適切な経路を案内する
必要がある

課
題
②

駅から会場までの歩行空間の混雑 豊田スタジアム周辺の歩行者混雑状況

２

撮影日：2016.6.3（金）（キリンカップサッカー2016試合後）

・豊田スタジアムから鉄道駅までの最短アクセス経路
上に位置する豊田大橋では、観客が集中し、歩行
空間の混雑が発生
・また、鉄道駅では利用者の集中による混雑が発生

・来場時間・歩行経路の分散を図る必要がある

■TDM施策の実施

施策内容 来場者向けの道路交通情報をまとめた特設サイトを設置

①来場手段の変更促進

②最適な経路案内

③来場時間の分散

・過去の大規模イベント開催
時における市街地周辺や周
辺高速ICから市街地までの
混雑状況について、
ETC2.0データを活用した所
要時間を情報提供し、鉄道
やパーク&バスライドでの来
場を促す。

高速ICから市街地までの
所要時間（例：豊田IC）

・P&BR利用者に対し、臨時駐車場への推奨ICや経路を案内。
・推奨IC以外経由での一般道利用を抑制し、一般道の混雑緩和に
期待。

・来場者の時間集中による混雑を避け
るため、試合開始3時間前から1時
間単位での所要時間を提供。
・来場者に混雑状況を踏まえた来場
時間の検討を促す。

パーク&バスライド利用時のルート別所要
時間情報
※例）名古屋駅⇒豊田スタジアム

⇒特設サイト開設から約4,400件※の利用※出典：特設サイトログデータ（2019.9.7～2019.10.12）

出典：国土地理院ウェブサイト 国土地理院 （ベースマップ）を加工して作成

試合
開催日

開始
時間

対戦カード 観客数

2019年
9月23日

19:15
ウェールズ
vs ジョージア

35,545人

2019年
9月28日

18:45
南アフリカ
vs ナミビア

36,449人

2019年
10月5日

19:30
日本
vs サモア

39,695人

2019年
10月12日

13:45
ニュージーランド
vs イタリア

台風接近
により中止

《各試合概要》

所
要
時
間
（
分
）

20

10

0
開始

3時間前
開始

2時間前
開始

1時間前
開始
直前

【凡例】
縦軸：想定される所要時間 ：平常時の所要時間 ：想定される余分に要する時間

所要時間：ETC2.0データを活用

出発：名古屋駅

豊田勘八IC 15:42 豊田IC 15:42 豊田東IC 15:47 豊田松平IC 15:37経由1

経由2

経由3

勘八臨時駐車場 15:57 トヨタ自動車本社駐車場 16:02

スカイホール豊田 16:22

到着：豊田スタジアム・・・16：30（イベント開始 3時間前）

臨時駐車場までのアクセス▼

移動＆のりかえ
15分

移動＆のりかえ
20分

移動＆のりかえ
15分

移動＆のりかえ
25分

シャトルバス シャトルバス シャトルバス シャトルバス

徒歩
8分

徒歩
8分

徒歩
8分

徒歩
8分

当区間を調べる 当区間を調べる 当区間を調べる 当区間を調べる

市街地
駐車場

豊田勘八IC

鞍ヶ池IC

豊田松平IC

豊田東IC

豊田IC

長久手IC

八草IC
豊田藤岡IC

日進JCT

豊田東JCT

名古屋
瀬戸道路

豊田JCT

市街地
駐車場

２

1

豊田スタジアム
（試合会場）

スカイホール豊田
（ファンゾーン会場）

おもてなしイベント
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（２）来場手段の変更促進による市街地への自家用車流入抑制

○日本戦では観客数の約77％を占める約30,700人が鉄道を利用したと推測。

○日本戦では観客数の約12%を占める約4,700人がパーク&バスライドを利用。

○駐車場利用率は過去イベントに比べ試合開始直前で低下しており、自家用車の利用抑制効果が発現。

⇒過去の同規模大会に比べても、鉄道及びパークアンドバスライドへの転換（市街地への自家用車利用抑制）が促進

≪試合概要≫ ＜鉄道＞

＜自家用車（市街地駐車場）＞

出典 公益財団法人 日本サッカー協会公式記録（2018年5月5日）
ラグビーワールドカップ2019TM公式サイト（2019年9月23日、9月28日、10月5日）
豊田市提供データ・中部地整調査データ（2016年6月3日）

＜パーク&バスライド＞

ラグビーワールドカップ2019TM

（2019.10.5）

ラグビーワールドカップ2019TM

（2019.9.28）
ラグビーワールドカップ2019TM

（2019.9.23）

・試合開始前のシャトルバス利用者数

出典：輸送実施報告書シャトルバス運行状況データ（愛知県豊田市）2019の3試合
中部地方整備局調査データ（2016.6.3 日本代表戦）

観客数の

約12%
観客数の

約10%観客数の

約7%

47百人

35百人

25百人

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
人
数
（
人
）

開催日
開始
時間

試合概要
※いずれも豊田スタジアムで開催

観客数
TDM施策
実施状況

2019年
9月23日

19:15

ラグビーワールドカップ
2019TM

ウェールズ
vs ジョージア

35,545人

実施
2019年
9月28日

18:45
南アフリカ
vs ナミビア

36,449人

2019年
10月5日

19:30
日本
vs サモア

39,695人

《参考》
2016年
6月3日

19:40 サッカー日本代表戦
日本代表
vsブルガリア

41,940人
P&BRを
実施

3

・試合開始前の市街地駐車場利用率

50%

66%

駐
車
場
利
用
率
（
％
）

出典：みちナビとよた満空履歴情報データ（11～19時）
※利用率：全駐車場（17箇所）の総収容車数に対する総在車台数の割合

試合前は約5～7割の利用
（ラグビー試合日は利用率が横ばい）

N=3,939台（ラグビー試合日）
N=3,783台（サッカー日本代表戦試合日）

68%

ラグビー試合日（9/23 ）

ラグビー試合日（9/28 ）

ラグビー試合日（10/5日本戦）

・鉄道での来場者数の変化

鉄
道
利
用
来
場
者
数
（
人
）

ラグビーワールドカップ2019TM

（2019.9.23）

ラグビーワールドカップ2019TM

（2019.9.28）

ラグビーワールドカップ2019TM

（2019.10.5日本戦）

※愛知環状鉄道・新豊田駅、名古屋鉄道・豊田市駅集改札データ：2019.9.23,9.28,10.5（ラグビー試合日）、2016.6.3（サッカー日本代表戦日）
来場者数は、試合開始日と平常時の同曜日の利用者数の差により推定

307百人
253百人

228百人

観客数の

約77%観客数の

約70%観客数の

約64%
250百人

《参考》
観客数の
約60%

過去の同規模イベント（サッカー日本代表戦）に比べ、鉄道利用率は向上

サッカー日本代表戦
（2016.6.3）

39百人

《参考》
観客数の
約9%

過去の同規模イベント（サッカー日本代表戦）に比べ、
10/5の日本戦ではP&BR利用率・利用者数ともに向上

サッカー日本代表戦
（2016.6.3）

サッカー日本代表戦試合日（2016.6/3）

82%

過去の同規模イベント(サッカー日本代表戦)に
比べ、試合開始直前での利用率が低下

１．大規模イベント時のＴＤＭ施策
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（3）駅から会場までの歩行経路の分散

○豊田大橋または久澄橋を渡って試合会場へ向かう来場者が過半数を占めて
おり、橋梁部のみで見ると約６割が豊田大橋・約４割が久澄橋を利用。

○ なお、過去の同規模イベントでは、８割以上が豊田大橋を利用していたが、
「ファンゾーン設置」等の分散施策により、橋梁部利用分担率が平準化。

地図：国土地理院ウェブサイト国土地理院 （ベースマップ）を加工して作成

■Wi-Fiパケットセンサー設置箇所の位置図（会場周辺）

東側

北側

正面

久澄橋

豊田大橋
Wi-Fiパケットセンサー設置箇所

地図：国土地理院ウェブサイト
国土地理院 （ベースマップ）を加工して作成

豊田市駅
新豊田駅

ファンゾーンは
駅と試合会場の間にある

来場経路（豊田大橋、久
澄橋）が判別できるよう、
方面別に3箇所に設置

＜来場客の主な流動経路＞

ファンゾーン

久澄橋

試合会場

シャトルバス
（ファンゾーン行）

臨時駐車場
（勘八、鞍ヶ池）

シャトルバス（ファンゾーン行）

臨時駐車場（トヨタ自動車）

※パークアンドバスライド（シャトルバス
乗り場）は、豊田スタジアム内に設
置されていたため、条件が異なるが、
参考として提示

※経路：試合会場の北側（豊田大橋付近）、
正面（久澄橋付近）、東側に設置し
たWi-Fiパケットセンサーで最初に観測さ
れたサンプルをそれぞれ豊田大橋利用、
久澄橋利用、その他として集計。

■試合会場への歩行ルート分担

計：7,011人

豊田大橋

36%

久澄橋

26%

その他

38%

橋の利用が
約６割

豊田大橋
58％

《豊田大橋・久澄橋の分担率》

久澄橋
42％

《参考：過去の同規模イベント時の調査》

※その他、P&BRの３拠点にも設置

豊田大橋
85％

久澄橋
15％

2016.6.3サッカー日本代表戦

出典：中部地方整備局調査データ（2016.6.3 日本代表戦）

■大会当日の豊田大橋の様子

豊田大橋
豊田スタジアム

喜多町5丁目 10/5 15:56撮影

とよたおおはし きゅうちょうばし

とよた おおはし

きゅうちょうばし

１．大規模イベント時のＴＤＭ施策
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２．新たな移動手段の導入の具体化

（１）静岡型MaaS社会実験の概要

○複数の公共交通（鉄道、路線バス、AI相乗りタクシー）間や生活・観光関連サービス等との連携が図られたドア・ツー・ドアの移動
サービスを、都市部の大サンプルモニターへ展開し、サービスの受容性やビジネスモデルの成立可能性を検証。

○ ICTを活用した交通手段間の連携強化およびAI相乗りタクシーを導入し、AIタクシー配車システムの経路検索の精度向上を図る
ため、ETC2.0プローブを活用。

◆実験概要

至

名
古
屋

至

東
京

・対象交通手段：鉄道・バス・相乗りタクシー、自転車、徒歩
・MaaS Web上で上記交通手段が含まれる経路を一括して検索でき、
相乗りタクシーのリアルタイムでのオンデマンド予約が可能
・相乗りタクシーの運賃をクレジットカードで一括支払い

●鉄道・バス・タクシー等の異なる交通モード間の連携

●AI相乗りタクシーの実証運行

■幹事
静岡鉄道（株）、静岡市、静岡県タクシ
ー協会、（株）エスパルスドリームフェリー、
静岡市社会福祉協議会、
静岡商工会議所、
（公財）するが企画観光局、
（株）静岡銀行
■有識者
名古屋大学 金森特任准教授
■オブザーバー
静岡国道事務所、静岡運輸支局

・配車システム ：SAVS（㈱未来シェア）を活用
・使用車両 ：小型・中型タクシーを使用(２１台)
・利用料金 ：有料（事前確定運賃）、通常運賃より２５％割引

●実験期間
令和元年11月1日（金）～令和元年11月30日（土） 8:00～21:00

経産省「スマートモビリティチャレンジ」支援対象事業 選定・国交省「新モビリティサービス推進事業 先行モデル事業」選定

◆静岡型MaaS基幹事業実証
プロジェクト（構成員）

◆MaaS Web（AIタクシー配車システム:SAVS）へのETC2.0活用

■決済手段
･クレジットカード

ETC2.0データを用いて
精度の高い経路検索結果を反映

（AIタクシーの配車システムへ反映）

■検索対象交通手段
・鉄道
・バス
・相乗りタクシー
・徒歩

出典：㈱未来シェアＨＰ
※交通量：H27年度 全国道路・街路交通情勢調査（24時間断面）

◆位置図

高速道路

[4車以上]

[2車]
直轄国道

(主)山脇大谷線[4車以上]

[2車]

その他補助国道・県道

主な主要渋滞箇所

主な主要渋滞箇所（踏切）

静岡型MaaS基幹実証実験
（AI相乗りタクシー実証エリア）

【凡例】



6

（２）ETC2.0プローブのMaaSシステムへの活用イメージ

タクシーの到着時間が予定より遅く、
予約時間に間に合わない

タクシーの到着時間が予定どおりで、
余裕を持った行動が可能

《ETC2.0データ活用前》 《ETC2.0データ活用後》

データの統合

利用者による予約

ルルカを活用した
予約

路側機

ETC2.0車載器

・時間
・位置
・速度

曜日・イベント天候 時間

移動手段の提供

データの取得 データの抽出・経路検索への反映

6

（コスト）

（時間）

①

②

③
④ ①

②

③

④

２．新たな移動手段の導入の具体化
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（３）有効性検証の視点・分析項目

○ 今年度の実験における有効性検証と行うとともに、次年度以降の展開を意識した検討とする。

■AI相乗りタクシー利用者のニーズ
把握

・コンソーシアム(静鉄)が実施するアン
ケート結果を基に、乗継拠点に必要
な機能・施設、提供情報の精度や
定時制等に関するニーズ分析

《分析の着眼点》 《アウトプットイメージ》 《次年度以降への検討課題》

■AI相乗りタクシーの利用実態分析

・AI相乗りタクシーの発着地・利用ル
ートをGPSデータから分析を行い、需
要の多い路線等を分析・把握

■ETC2.0搭載による配車システムの
精度向上検証

・実走調査を実施し、従来型システム
環境と改良型(ETC2.0考慮ベース)
のそれぞれにおいて、検索結果と実
走行の所要時間を比較

■有効性検証の視点と次年度以降への展開イメージ

■安全性向上の視点を反映した提供情報の検討

・ヒヤリハットの発生頻度が高い時間帯・区間の分析・スクールゾーン等の配置

⇒SAVSへのインプットデータとして反映し、回避するような配車計算を検討

■MaaSの普及・発展、利便性向上に向けた検討

・“情報銀行”の構築に向けた連携方策検討

・“情報銀行”データを活用した利便性向上施策の検討

⇒必要なフィジカル空間の検討(立地条件・施設・機能 等) 

⇒AIタクシー等の運行形態の検討
（例：Uber社 ExpressPool※のような運行形態等)

・オフピーク時は改良型の検索結果と実走結果の
乖離率は〇%（●分）と精度が向上

検索結果 実走結果

従来型SAVS ver 改良型SAVS ver

検索結果 実走結果

□分
■分

▲分

△分
乖離：大

乖離：小

※SAVSシステムのログデータを未来シェアから提供いただくこ
とを想定
・乗降データ（発地・着地）のログ
・相乗りの状況（経由地・迂回した時間）のログ
※ドライバーへの提供情報のログはSAVSシステムの容量
上残らない
・相乗りタクシー車両のGPSデータ

Wifi

屋根

トイレ

乗継案内

・駅から乗降場までの所要時間：平均●分のニーズ
・設置すべき設備・機能については、Wifi設備・雨をよ
けられる屋根・トイレ等が挙げられた。

□%

■%

●%

○%

・●●町、○○町
からの利用が多
い
⇒発着地分析
・●●～○○ルート
の需要が多い
⇒利用ルート分
分析

■発着地・利用ルート分析(イメージ)

配車回数

：多
：少

利用ルート
：多
：少

:ETC2.0搭載区間

(２) 新たな交通政策の展開に向けた中長期的課題

■所要時間情報の精度向上の研究・システムへの反映

・天候別等、交通状況に影響を及ぼす要因との関連分析。

・ETC2.0のデータ数の増加、全道路マッチング等、データの充実の必要性検討

⇒市道等においてもAIタクシーの需要が多い路線についてはETC2.0データを
搭載を検討。（対象路線の追加検討）

⇒AI相乗りタクシー配車システム（SAVS）へのインプットデータとして反映

(1)システムの向上に向けた技術的な検討課題

国道１号沿いに相乗りタクシーを配車可能な臨時駐車場を設置
※ Uber社
ExpressPool：ドア・
ツー・ドアではなく、ユー
ザーにクルマとの待ち合
わせ場所(幹線道路等
)まで徒歩等で移動し
て乗車する運行形態

２．新たな移動手段の導入の具体化



8

（４）実走調査による検証の速報

○ 従来型・改良型(ETC2.0搭載)の走行結果を比較すると、ETC2.0データを活用することで、提供所要時間・実所要時間の誤
差の縮小に寄与。

0

5

10

15

20

25

0 5 10 15 20 25

実
所
要
時
間(

分)

提供所要時間(分)

《速報：11/8（金）プレ走行調査時》 ■実走調査による比較検証（従来型と改良型の比較）

2

5

4

1

2

2

2

2

0 2 4 6 8 10

従来型

改良型

誤差１分以内 誤差3分以内

誤差5分以内 誤差5分以上

《比較例：こども病院⇒古庄地区》

【車載タブレットに表示される情報】

ルート
(時間最短ルート)

到着予定時間

行先・利用者

《誤差時間の比較》

《提供情報と実走行時間の比較》

誤差１分以内が半数

改良型従来型

【従来型】
遅れ時間が頻発

【改良型】
提供情報＞実走行
⇒遅れ発生:少

東静岡駅

静岡
国道

こども
病院

県立
総合
病院

長沼駅

柚木駅

春日町駅

静岡駅

平和IC

昭府IC

唐瀬IC

千代田上土IC

音羽町駅

日吉町駅

静岡駅周辺
中心部

古庄
地区

ETC2.0搭載路線・区間

走行ルート

《11/8（金）プレ調査概要》

東千代田
地区

天候 ：晴れ
時間 ：日中調査（13-16時）

：ピーク時調査
（16時半-19時半）

日中走行ルート ：６ルート
夕ピーク走行ルート：４ルート
※プレ調査では、ETC2.0搭載
ルート上をメインに走行

11 

17.1 
15 

17.9 

0

5

10

15

20

提供

所要

時間

実走行

時間

提供

所要

時間

実走行

時間

従来型 改良型

(分) 

誤差６分 誤差３分

出典：国土地理院ウェブサイト ただし国土地理院 （ベースマップ）を加工して作成

２．新たな移動手段の導入の具体化



■訪日外国人の事故危険箇所の抽出フロー

外国人の来訪率が30%以上の市町村※1のうち、

外国人の走行回数が1回以上の道路

外国人と日本人の急減速発生頻度差がある道路
(外国人の急減速発生頻度（回/台km）－日本人の急減速発生頻度（回/

台km）がある道路）

外国人の走行回数が多い道路

(走行回数が11回以上※2のDRMリンク）

外国人の急減速の発生が多い道路

(急減速発生回数が4回以上※3のDRMリンク）

高速道路または一般国道、主要地方道、一般県道のうち、

交差点流入部以外※4を事故危険箇所として抽出

対象道路
Ｎ＝約6,000

外国人特有の
急減速発生道路
Ｎ＝約850

外国人が
多く利用する道路
Ｎ＝約430

外国人の
急ブレーキが多い道路

Ｎ＝28

対策実施の
可能性がある道路

Ｎ＝7

※2：Ⓐで抽出された道路の走行回数の中央値

※3：Ⓑで抽出された道路の急減速発生回数の上位5％

※1：外国人レンタカー利用者の来訪率が高い市町村に着目

※4：急ブレーキとヒヤリハットの関係より、ヒヤリハット事象の少ない交差点流入部は除外

（１）訪日外国人の事故危険箇所の選定

箇所名 路線名 順位※

①
急減速

発生頻度差
［回/台km］
（外国人の
発生頻度-
日本人の
発生頻度）

外国人
（ETC2.0特定ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ）

走行
台数
［台］

②
急減速
発生回数
［回］

③
急減速
発生頻度

［回/台km］

白川郷IC
ランプ

東海北陸
自動車道

1位
（21点）

1.71
（1位）

19
14

（1位）
1.99
（1位）

高山西IC
ランプ

中部縦貫
国道158号

2位
（13点）

0.38
（2位）

23
4

（6位）
0.46
（3位）

平湯ﾄﾝﾈﾙ
付近

国道158号
3位

（12点）
0.06
（4位）

45
7

（3位）
0.10
（5位）

冬頭町西
交差点手前

国道41号
3位

（12点）
0.01
（5位）

53
5

（5位）
0.57
（2位）

高山IC
ランプ

中部縦貫
国道158号

5位
（11点）

0.18
（3位）

49
4

（6位）
0.24
（4位）

星崎料金所
手前

名古屋
高速

6位
（9点）

0.04
（6位）

60
7

（3位）
0.07
（6位）

新平湯温泉
付近

国道471号
7位

（8点）
0.002
（7位）

21
8

（2位）
0.03
（7位）

<訪日外国人の対策立案箇所（対策実施の可能性がある道路）>

※点数化は各指標において最上位で7点、最下位で1点として点数を算出
出典：［外国人］特定プローブデータ（2018年4月～2019年8月）、サンプル数125台

［日本人］一般プローブデータ（2018年4月～2019年3月休日）■対策実施後の効果検証（案）

・ピンポイント事故対策の効果については、対策箇所におけるETC2.0データを分析し、急加減速の危険挙動の発生頻度が減少し
ているかを検証。また、ドラレコ映像を用いて運転挙動の変化等を検証。

３．外国人レンタカーピンポイント事故対策
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○ 中部国際空港のレンタカー利用した訪日外国人利用者を対象にETC2.0データを収集。（125台のうち約６割が中国語圏）。

○ 以下の条件で訪日外国人※の急減速状況を確認のうえ、急減速の発生要因を整理し、対策案を検討。

１.訪日外国人と日本人の急減速発生している位置を比較 ２.急減速発生時の速度状況を比較 ３.道路の構造を確認



【状況】 交差点に近い位置で外国人の急減速が発生。
【要因】 法面により視認性が低下し、急カーブの先にある信号交差点の確認が遅れて急減速が生じていると想定。また、外国人ド

ライバーの速度超過が発生。
【対策】 ピクトグラムと英語表記を用いた注意喚起看板を設置（信号交差点があることを示し、速度を抑制するように注意）。

出典：［外国人］特定プローブデータ（2018年4月～2019年8月）
［日本人］一般プローブデータ（2018年4月～2019年3月休日）

急ブレーキの発生要因 対策イメージ

法面により
視認性が低下

急カーブにより
急減速発生

交差点手前での速度抑制

：追加対策箇所案

：外国人急ブレーキ発生箇所

CAUTION

SLOW

30%

20%

19%

20%

19%

20%

16% 10%

40%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外国人

日本人

10km未満 10km/h以上19km/h未満
20km/h以上29km/h未満 30km/h以上39km/h未満
40km/h以上49km/h未満 50km/h以上59km/h未満
60km/h以上

急ブレーキ発生時の旅行速度

（N=5）

（N=2,640）

急ブレーキ発生状況の比較

0.572 0.567

0.00
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）

日本人を
やや上回る

CAUTION

SLOW

（２）急減速発生状況と対策案

３．外国人レンタカーピンポイント事故対策

①国道41号冬頭町西交差点
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【状況】 よりカーブに近い位置で外国人の急減速が発生。
【要因】 既設の「カーブ注意」の路面標示や「速度注意」の看板が日本語であるため、カーブの認識が遅れて急減速がカーブ直

前となっていると想定。また、外国人ドライバーの速度超過が発生。
【対策】 ピクトグラムと英語表記を用いた注意喚起看板を設置（カーブがあることを示し、速度を抑制するように注意）。

急ブレーキの発生要因 対策イメージ

出典：［外国人］特定プローブデータ（2018年4月～2019年8月）
［日本人］一般プローブデータ（2018年4月～2019年3月休日）

速度注意が
日本語のみ

カーブ注意の路面
標示が日本語のみ

日本人の2.3倍

カーブ区間手前での速度抑制

400m

：追加対策箇所案

6%

14%

10%

14%

14%

14%

20%

14%

20%

14%

14%

29%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外国人

日本人

10km未満 10km/h以上19km/h未満
20km/h以上29km/h未満 30km/h以上39km/h未満
40km/h以上49km/h未満 50km/h以上59km/h未満
60km/h以上

急ブレーキ発生時の旅行速度

（N=7）

（N=6,387）

：外国人急ブレーキ発生箇所

３．外国人レンタカーピンポイント事故対策

（２）急減速発生状況と対策案

②名古屋高速星崎料金所手前
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